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第45回 建築士事務所協会 全国大会
開催される 副会長 成田支部　吉岡 一成

令和5年10月13日、第45回建築士事
務所全国大会が鳥取・島根の共同で開
催された。
建築家の内藤廣氏が「グラントワから

考える山陰からの挑戦」として基調講
演を行い、その後に大会式典が開かれ、
千葉会からは会長以下8名の会員が参加
した。式典では年次功労者の表彰があっ
たが、千葉会からは松戸支部の福田氏が
受賞者となった。
内藤廣氏設計のグラントワは、会場
の米子市から200㎞程西にある島根
県益田市にある、地域のための文化セ
ンターであり、筆者は大会の翌々日に
見学に行った。屋根だけでなく外壁も
地元産の瓦を仕上材として使っており、
印象的な外観であった。又、中央に
ゆったりとした中庭があり、この中庭
を囲む廊下にコンサートホールや展
示室が連結していた。そのため視線が
施設の内外で互いに通るため心地よ
い空間構成となっていた。

式典の中ではアトラクションとして、
石見神楽（いわみかぐら）が上演された。
石見神楽は日本神話を扱っており、出雲
大社がある神話の地にふさわしい演題
であった。演題で登場する八岐大蛇は
全て演者達の手作りで制作されており、
デジタル化の時代でも人の手で文化
が継承されている事に感銘を受けた。
日事連建築賞では、千葉会からは

（株）かまくらスタジオ一級建築士事
務所の「HOUSE F」が奨励賞（小規模
建築部門）を受賞した。

第45回建築士事務所全国大会 ｜ 会期：10月12日（木）・10月13日（金） ｜ 会場：米子コンベンションセンター / 米子ワシントンホテルプラザ / ANAクラウンプラザホテル米子Report

令和5年10月12日、全国大会（鳥取・島根大会）
の前日に青年話創会2023鳥取・島根大会が開催
され、千葉会から私、青山が参加しました。
話創会の目的は次世代の建築士が全国規模で
の交流を図り、事務所協会や建築業界の今後の
展望や課題、事務所の継承などの後継者問題、適
正な報酬額での業務など現実に抱えている不安
や問題の提起及び討論であり、今回で6回目を数
え、全国の各単位会で青年組織が設立したこと
により、このような全国規模で集まることで、よ
り結束を深めることができるようになりました。
第1回から参加している私にとっては感慨深
いものがあります。
今回の討議事項として“青年部設立・活動にお

けるメリット及び組織の可能性について”という
ことでテーブルディスカッションを行いました。
千葉会と同様に他の単位会でも青年が少なく

活動ができていないという意見が多く、メリット
及び組織の可能性を見出す所まで到達できてい
ないのが現実です。
大都市圏にある単位会では活動で
きている所もあり、成功事例として
真似できれば良いかなと思う内容も
ありました。
苦しいことばかりですが、今後
は全国をブロックで分けブロック
が受け皿になり、各単位会を支援す
る形になるので期待したいです。
千葉会の青年委員会も今後は賛助会

の若い社員の方や積極的な新人の勧
誘を行い、目に見える活動も行って
いきますので、ご声援宜しくお願い
致します。

青年話創会2023 鳥取・島根大会 ｜ 会期：10月12日（木） ｜ 会場：米子ワシントンホテルプラザ Report

松戸支部 青年委員会
青山 貴仁

最後に今回は井桁会長がオブザーバー参加し
てくださり、私は激励を受けました。
井桁会長ありがとうございました。
「このような素晴らしい会に多くの青年が参加
すると良いね。」という会長の言葉を聞き、私では
ない多くの若い建築士が参加するような事務所
協会、青年委員会でなければならないと痛感しま
した。
より一層今後も頑張っていきたいと思います。
皆様宜しくお願い致します。

青年話創会２０２３
鳥取・島根大会に参加して


